
2017年6月3日 14：00～17：00

「 第 一 回 縫 合 結 紮 講 習 会 」 を 開 催 し ま し た

福永 哲 先生
（順天堂大学 消化器・低侵襲外科 教授）
（同大学 メディカルテクノロジー・シミュレーションセンター 副センター長）

笠間 和典 先生
（四谷メディカルキューブ 減量外科センター長）

石橋 雄次 先生
（順天堂大学 消化器・低侵襲外科 助教）

講 師

コーディネーター

北出 真理 先生
（順天堂大学 産婦人科 教授）

楠木 総司 先生
（順天堂大学 産婦人科 准教授）

福永教授より、開会のあいさつを頂きました。

講義 基礎手技では、笠間先生にお話しして頂きました。

笠間先生の手技をプロジェクターに映し出しています。

笠間先生から指導を受けています。笠間先生は、
Myトレーニングボックスに『闘魂』と貼って、日々縫
合結紮の練習をしていたそうです。

縫合結紮に興味
のある学生さん
も参加してくれま
した！緊張しな
がらも、たくさん
質問をして、積
極的に取り組ん
でいました。



最後に記念写真を撮り、受講されたみなさまには修了証をお渡しして解散となりました。
講習会終了後、各々縫合結紮映像の撮影や、腹腔鏡シミュレーターの体験して頂き18時頃ま
で充実した時間を過ごして頂きました。アンケートでは高評価を頂き、みなさまの意見を取り入
れながら、次回の講習会も開催していきたいと思います。
受講されたみなさま、講師の先生方、ご協力頂いたジョンソンエンドジョンソン株式会社様

ありがとうございました。

福永教授より、直接指導を受けています。
今回の講習会では「手厚い指導」を大事
にしました。

みなさん休憩を摂らず、もくもくと練習しています。困ったこと・質
問があったら、すぐに講師から指導が受けられる。そんな環境に
なっていたと思います。

北出教授より、婦人科の先生方が指導を受けてい
ます。
講義の中で、手術の際予期せぬことが起こった時、
助けられるのは自分の技術であるというお話しをさ
れました。
このような先生方の努力あり、患者さんの安全は守
られているのだと感じました。


